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中国五県の防衛警備を担う第１３旅団広報紙

202２．１２

AS２２における米海兵隊岩国航空基地での国旗掲揚



旅団実動演習

旅団は１１月中旬、各駐屯地、米海兵隊岩国航空基地、米陸軍弾薬廠、海上自衛隊呉基地等
において旅団実動訓練を実施し、各種事態における対処能力の向上を図りました。
特に米海兵隊岩国航空基地及び米陸軍弾薬廠において実施した日米共同基地警備訓練（ＡＳ

２２）では、情報の共有を重視した各施設における共同対処能力を向上させました。

訓練開始式

警 備 共同記者会見

共同会議

米海兵隊岩国航空基地

中部方面総監視察



記念撮影

訓練終了式

負傷者対応 異臭騒ぎ対応



警 備

調整会議（呉）

鳥インフルエンザ対応

日本原駐屯地司令は、１０月２８日から３０日及び１１月４日から７日までの間、岡山県で発
生した鳥インフルエンザに伴い、岡山県知事からの災害派遣要請を受理しました。
旅団は第１３特科隊、第１３戦車中隊、第１３高射特科中隊、第１３後方支援隊及び第１３通

信隊を派遣し、第１３２地区警務隊及び第３０５施設隊の支援を受けて昼夜にわたる活動を行い
ました。

昼夜にわたる活動タイベックススーツを着用し活動

海自との協同訓練

米陸軍弾薬廠（広）

米陸軍弾薬廠（第６突堤）

海上自衛隊呉基地

米陸軍弾薬廠（川上）

警 備



演習場秋季定期整備

旅団は１０月下旬から１１月上旬にかけて、日本原（岡山）・日光（鳥取）・原村（広島）・
むつみ（山口）演習場を整備し、訓練基盤の維持・拡充を図りました。
特に日本原演習場は、第１４旅団、第４施設団及び方面直轄部隊の支援を受けて、大規模な整

備が行われました。

編成完結式

新東停弾堤整備（４６普連）

戦闘射場整備（８普連） 東弾着地整備（１７普連）

幹線道路等側溝整備（１３高特中）

幹線道路等側溝整備（１３飛）幹線道路等側溝整備（１３偵）

幹線道路等側溝整備（１３特）

炊事（１３旅司付）

砲迫射撃陣地新設整備（１３施）

野外浴場運営（１３後支）

ＭＣＶ機動路整備（１３戦中） 基本射場整備（13特防）

中央停弾堤整備（１５即機） 停弾堤整備（１４施）



整備隊長と優秀隊員

幹線道路等側溝整備（８高群）

幹線道路等側溝整備（中衛） 幹線道路等側溝整備（中会）

視射界の確保（中特）

老朽電柱の撤去（中シ通）

潜入射場整備（１４通）



部隊集合教育「レンジャー」

第８普通科連隊は１１月２２日（火）、部隊集合教育「レンジャー」における行動訓練の任務
終了に伴い帰還式を行いました。

鳥取県原子力防災訓練

第８普通科連隊は１１月１２日（土）、東伯総合公園（鳥取県）において行われた令和４年度
原子力防災訓練に参加しました。

盛大に出迎えを受けるレンジャー

水路潜入 空路潜入 レンジャー徽章授与

鳥取県知事視察 除染活動



■指揮官のハラ■
第４６普通科連隊長

貝岐 賢二 １佐
かいはみ けんじ

第４６普通科連隊長に着任してまもなく２年になります。
思えば３０年近くの自衛官生活のうち、７年弱を指揮官として勤務してきました。そこで後

進の諸官への花向けとして私の信条を記そうと思います。
「指揮官とは、

事に先立ちハラを決め、事に臨んでハラをくくり、事終わりてハラを切る」
意志決定（ハラ決め）をせず、なあなあで済ませようとする指揮官は自らの存在意義を否定

しているに他なりません。
また、実行段階においてハラをくくって泰然とした姿を見せる指揮官と、ささいな情報で軽

挙妄動する指揮官のどちらに部下は安心感を覚えるでしょう。
そして任務を終えたとき、批判から逃げて部下に責任を押しつけるような人間に誰がついて

いこうと思うでしょう。
幕僚案に赤を入れるだけが指揮官の仕事ではありません。偉そうにふるまうことも指揮官の

仕事ではありません。前途有望な後輩諸官には識能だけでなくマインドも切磋琢磨して「良い
指揮官」となっていただくことを心から願っています。

令和４年３月、第１３施設隊先任上級曹長に上番した山根准尉です。
私は自衛隊に入隊してから続けていることがあります。それは「ゴミ拾い」です。私が新隊員

後期教育を受けていた時の話です。駐屯地内を訓練の為に移動していたときに、引率中の班長が
落ちていたゴミをそっと拾いポケットに入れたのを見ました。休憩中、班長に「先程のごみ、捨
てときます。」と言いながら手を出しました。すると班長は同期を集めて話をされました。「駐
屯地や訓練地域にゴミが落ちていたら、お前たちはどうする？」拾う、拾わないと意見が出まし
たが、理由を聞かれると明確な答えは誰も言えませんでした。班長は「ゴミを見つけたらゴミ箱
へ捨てるって子供の時に習わなかったか？当たり前にやっていたことが大人になるにつれて恥ず
かしくなってないか？」「駐屯地の管理状況や、装備品等の整頓状態等を見ることで、その部隊
の精強度が分かる。精強は抑止力につながるから、ゴミを拾えば平和ってこと。」後半は照れく
さかったのか笑いながら話されたので、最後はみんな笑いましたが…それ以来、ゴミを見つける
と拾うようにしています。
皆さんも入隊して受けた教育を思い出し、「清掃」、「整理整頓」、「物品愛護」等、当たり

前を当たり前に続けて精強な部隊を作りましょう。

第１３施設隊
先任上級曹長

山根 和宏 准尉

やまね かずひろ

「ゴミ拾い」



自反 第１３旅団

令和２（２０２０）年以降、旅団実動訓練として、旅団司令部が参加するとともに、第１７普
通科連隊が米海兵隊施設において、第４６普通科連隊が米陸軍施設において、それぞれ同想定・
同時期に共同訓練を実施しました。

平成１３（２００１）年９月１１日に発生したアメリカ同時多発テロ事件とこれに引き続く「テ
ロとの戦い」を契機に、平成１３（２００１）年１１月の自衛隊法（第８３条の２「自衛隊の施設
等の警護出動」）改正に伴い、米軍施設等を警護するために平成１５（２００３）年１１月より在
日米軍施設及び区域において、警護に係る初の実動訓練を第４６普通科連隊、第１７普通科連隊が
陸自単独訓練として開始しました。

今月は、日米共同訓練について紹介します。

米陸軍施設（川上） 第４６普通科連隊

米陸軍施設

日米共同統合演習の枠組みで参加

翌年の平成１６（２００４）年９月に米陸軍施設において、１１月に米海兵隊施設において、方
面隊で初めてとなる日米共同警護訓練をそれぞれ開始しました。以降、平成２４（２０１２）年ま
での間は、第４６普通科連隊計画で米陸軍および米海兵隊との共同訓練を実施し、練度の向上と関
係強化を図っていきました。

米陸軍施設（岩国） 第１７普通科連隊

米海兵隊施設

平成２６（２０１４）年、平成２８年（２０１６）年は、日米共同統合演習（実動訓練）の枠組
みで実施し、第４６普通科連隊が参加しました。平成２９（２０１７）年以降、第１３特殊武器防
護隊を、令和元（２０１９）年以降、第１３戦車中隊が支援部隊として参加し、各種脅威に対する
対処要領について演練しました。

第１３特殊武器防護隊参加



自反 第１３音楽隊
『第１３音楽隊の歴史について』
第１３音楽隊は昭和３７年１月１８日、第１３師団創設に伴い、第８普通科連隊所属の「第１３
師団音楽隊」として創設しました。

Ｓ４３．１１ テレビ録画マーチと共にＳ３７．６ 平和公園にて

同年１１月１３日より第１３師団司令部付隊に所属、昭和４１年４月７日より第１３施設大隊
本部管理中隊所属を経て、昭和５０年８月１日、師団直轄の「第１３音楽隊」として新編され、
平成１１年３月２９日、旅団改編により現在の編成となりました。

Ｓ５０．８ 創隊記念日 Ｈ８．５ フラワーフェスティバル

第１３音楽隊は隊員の士気高揚、自衛隊の儀式、及び広報のための演奏を主任務として年間約
１００回に及ぶ演奏活動を実施しており、特に部外活動においては演奏会の他、学生を主体とし
て演奏指導を実施する等、国民と自衛隊とをつなぐ広報の第一線部隊として日々活動しておりま
す。

Ｒ４．９ 米子東高校演奏指導 Ｒ４．１０ 川本町演奏会



島根県隊友会 出雲東支部

上岡 明雄
かみおか あきお

「ＯＢの独り言」

私は、平成２７年に第１３偵察隊を最後に自衛隊を退職し現在、出雲縁結び空港消防隊で消防隊
員として勤務しています。業務内容は空港及びその周辺において、航空機事故等が発生した場合に
消火救援活動を行います。日頃は緊急出動訓練、放水訓練等で迅速な対応に寄与すべく緊急事態発
生時に備えています。現在の業務について８年目を迎えますが、自衛隊生活で叩き込まれた「団
結」「規律」「士気」と「愚痴と悲鳴はやめろ」のレンジャー訓練等これらの経験は、チームワー
クと迅速・正確性を要求される現在の業務に大変役立っており感謝しています。
体の方は少し悲鳴を上げていますが愚痴はほどほどにし、潔さと謙虚さを忘れずに日々精進した

いと頑張っている毎日です。出雲縁結び空港は、１９６６年に供用を開始し、５６年間、重大事故
・事案はなく現在に至っておりますが、引き続き乗客の安全安心な空の旅を空港スタッフの一員と
して緊張感をもって見守り続けたいと思います。

見守り隊

第１３旅団司令部付隊は１１月２０日（月）から２５日（金）までの間、ボランティア活動とし
て自衛隊官舎から矢野西小学校に通学・下校する小学生に同行する見守り隊を行いました。また、
それに賛同する第１３特殊武器防護隊、第４７普通科連隊も参加しました。


